
米軍機からの部品落下事故に係る事故調査報告書の早期提出について(緊急要請) 

 

平成２４年８月１５日（水）に開催された日米合同委員会において、２月８日

(水)に発生したＥＡ－６Ｂプラウラーによる部品落下事故に係る事故調査報告書の

提出を３カ月延期したいとの申し入れがあった、との連絡を受けました。 

【当協議会では、これまでも事故発生直後の２月９日(木)に、また同機種が飛行を

再開した３月３０日(金)に、事故原因や再発防止策の早期公表を求めてきたところ

であります。】 

〔当協議会では、これまでも事故発生直後の２月９日(木)に、また同機種が飛行を

再開した３月３０日(金)に、さらには防衛省を通じて米側が事故調査報告書の提出

を６カ月以内に行うとの情報提供があった４月６日(金)や８月９日（木）の当協議

会要請に際しても、事故原因や再発防止策の早期公表を求めてきたところでありま

す。〕 

このような再三の要請にもかかわらず、理由も明らかにしないまま、事故調査報

告書の提出が延期されたことは誠に遺憾であります。 

 航空機事故に対する県民の不安や米軍に対する不信感を払拭するため、事故調査

報告書提出の延期の理由を明らかにするとともに、早期の提出を（米側に求めるよ

う）強く要請します。               

※ 【 】内は、米側への要請に挿入します。   

〔 〕内は、日本側への要請に挿入します。 

 平成２４年８月１６日 

 

在日米海軍司令官  ダン・クロイド少将 

厚木航空施設司令官 スティーヴン・Ｊ・ウィーマン大佐     殿 

外 務 大 臣   玄 葉  光一郎 

防 衛 大 臣   森 本   敏 
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